
令和３年度京都府がん総合相談支援センター運営事業

企画提案公募に係る企画提案書作成要領

第１ 企画提案書の作成方法

（１）１社１提案とする。

（２）用紙の大きさはＡ４版縦、横書きとする。ただし、図表等については、必要に応じてＡ

３サイズで折り込みも可とする。

（３）文章を補完するための写真・イラストなどの使用は可とする。

（４）企画提案書は、極力、専門用語は使用しないこと。

（５）「第２ 企画提案書の記載内容」の項目順に沿った記載とすること。

第２ 企画提案書の記載内容

１ 業務の実施体制、スケジュール等

（１） 実施体制

事業実施に従事する者を雇用する際に想定している職種や配置人数、経歴・経験、業務

分担、ピアカウンセラー等相談員に対する指揮監督のあり方等を記載すること。

なお、現相談員の継続雇用を想定した企画提案でも差し支えないが、現相談員から継続

雇用の了解が得られなかった場合にも確実に事業が実施できる体制がとれるよう留意

すること。

（２） スケジュール

全体のスケジュール及びその進行管理方法を詳細に記載すること。

なお、全体スケジュールについては、図表等を添付しわかりやすく示すこと。

（３） 連携体制

京都府内のがん診療連携拠点病院等のがん相談支援センターや、市町村福祉事務所、

ハローワークや京都ジョブパーク、総合労働相談コーナー、京都産業保健総合支援セ

ンター等の就労支援機関、介護保険事業者等の福祉事業者やがん患者団体、女性相談

窓口等、がん患者の生活支援関連の関係機関との連携体制及びその手法について記載す

ること。

２ 業務の内容

（１）がん総合相談の実施

①通常相談

がん患者及びその家族等からの相談への対応及び情報提供、関係窓口の紹介手法につい

て具体的に記載すること。また、相談者のニーズに応えるための工夫があれば併せて記

載すること。

②府の地方機関等における出張相談

府の地方機関等における出張相談の運営手法等について、具体的に記載すること。



③イベント会場等における出張相談

イベント会場等における出張相談の運営手法等について、具体的に記載すること。

（２）がん対策に係る情報提供

京都府がん総合相談支援センター窓口がより多くの府民に認知され、利用されるよう、

府内全域への効果的な広報・周知のための具体的な取組やスケジュールについて記載す

ること。

（３）所要経費の積算及び内訳

本業務にかかる経費の積算額及びその内訳を記載すること。（消費税及び地方消費税相当

額を含む。）

①本事業に係る経費については、概ね次のとおりとする。

・ピアカウンセラー、看護師又は保健師、事業推進管理者に係る人件費、社会保険料等

・上記職員の活動に要する旅費等の経費

・印刷物等広報に関する経費

・業務に関する消耗品費、通信運搬費（インターネット通信費を含む）

・会議、相談会等に関する報償費・旅費・資料印刷費・使用料等

・情報提供のためのチラシや冊子に係る購入費・印刷費・郵送費等

・コピー、パソコン等ＯＡ機器及び机、イス、書庫等の備品に係るリース料

②府が提供する経費は、事業実施場所の賃借料（共益費含む）及び光熱水費とする。

３ その他

本件と同種・類似業務の実績がある場合は具体的に記載すること。


